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対比検討を行なった結果は次のような結論を得た.

1. CTによる肝容積計測では,対照群と各種肝疾患

群の問に差はみとめられなかったが,肝硬変を成因別に

分類すると,B型肝硬変では対照群に比 し,肝容積の有

意な縮小を認めた.

2. 肝硬変群のなかでは.アルコール性肝硬変の容積

はB型肝硬変に比 して,有意に増大 していた.

3. B型 ･非B型肝硬変群において肝容積と Ch-E,

T･Bil,ICGR15,HPTとの間に有意な相関がみ られ

た.

4.非代償性肝硬変は代償性肝硬変に比して, 肝容積の

有意な縮小を認めた.

8.CT による牌容積測定 と US による spleen

index との相関 に関す る検討
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当科人院症例59例を対象として,CTによる牌容積測

定を,プラニメーターとマッププログラムを用い,各ス

ライス面の面積を計測し.ス ライス幅を乗 じて測定 し

た.また spleenindexは右側臥位で左肋間を探触子

で走査 L,牌の最大面積が得られた像より長径と短径を

測定 し.それらを乗 じた値とした.以上の様にして求め

られた結果を検討 したところ,㊤ CT による牌容積と

USによる spleenindexとの間に正の相関がみ られ

た (㍗-0.719). ② 慢性肝疾患において肝病変の進展

にともない,US･CT画像上,牌容積の増大がみとめ

られた.③ 触診可能な牌の平均容積は 583±194cm3

であり,腹腔鏡下で照診可能な平均容積は 316±118cm3

であった.

9.閉塞性胆管炎 による多臓器不全21症例

の検討
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従来,我々は胆管炎を,軽症胆管炎と,ショック,腎

不全などの臓器不全を伴う重症胆管炎とに分け,さらに

胆管炎であるが故に肝臓に対する障害度より,滅黄率 b

値を悪化させる肝障害型胆管炎と減黄率 b値を悪化させ

ない肝素通 り型胆管炎 (腎障害型胆管炎)とに分類 し検

討を重ねてきた.閉塞性胆管炎より多臓器不全,いわゆ

る MOF とな った症例の うち滅黄率 b値が判定可能で

あった症例が21例あり検討 したので報告する,

70才台が11例で男性は21例中16例で した.基礎疾患で

は,総胆管結石症13例,肝内結石症 2例.胆管癌 2例,

肺癌 1例,胃癌 1例で した.21例の減黄率 b値は,1群

が11例と過半数で した.胆管炎よ り MOF となったの

に,肝障害は軽度で した. 1群では 4群に比 し病悩期間

は短 く,乏尿で,血清クレアチニン濃度は高く,リンパ

球,血小板はす くな く肝と腎とに対する反応が正反対で

発症機転が異なると考えられた.

10.同一肝細胞癌症例 におけ る原発巣 および

皮膚転移巣の細胞培養の試み
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56才男性で AFP55ng/mlを示 し肝細胞癌と診断さ

れた症例の原発 ･皮膚転移両巣より安定 した培養細胞株

を得た.原発巣株は核小体を含むやや明調で頬円形の核

と好酸性の胞体をもち敷石状に配列 した.転移巣株では

染色性は似ているが紡錘形でガラス壁への接着性が高

く,不規則に肉腫様増殖を示 し,その培養液は枯調性を

示 した.原発巣株はヌー ドマウスに移植可能で単クロー

ン性の高い細胞となった.培養液中の AFP活性は原発 ･

転移巣両株で陰性で.転移巣株でのみ CEAが検出され.

かつ Hyaluronicacid,Fibronectin の産生も上昇

していた.しかしFerritin,β2-microglobulin,α 1-

antitrypsin,Sialicacid,Hyaluronidase活性には

差がなかった.原発巣株につきSoutherndlothybrid-

izationを試みたが,HBV･DNA は free,integra-

tionいずれ も検出されなかった.なお本症例の HLA

は Al,A24,BW52,DR2が陽性を示 した.今後さ

らに両株細胞間における表現形質や各種感受性の相違に

つき検討を要すると考えられる.

ll.肝疾患 におけ る IgA 測定の意義
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肝疾患における血清 IgA,血清分泌型 IgA,末梢血 リ


